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②

4995万5千円4995万5千円
平成29年度　一般会計当初予算

76億2918万3千円
《平成29年度の新規事業及び歳出の主なもの》

・水槽付消防ポンプ自動車（新規）　総務課

　※野方分団の消防車を更新するもの

・ふれあいの里公園遊具施設改修工事（新規）　建設課

　

・特産品PR業務委託料（新規）　企画調整課

　※ 本町の特産品について、認知度の向上を図るため、知名度の高い料理人

にPRを行うための経費

・大崎町中学校入学援助金（新規）　教育委員会管理課

　※入学援助金を１人当たり30,000円支給するもの

・こんにちは赤ちゃんギフト事業記念品（新規）　保健福祉課

　※出産祝いとして、子育てに必要なグッズを送るもの

・木造住宅耐震改修工事補助事業（新規）　建設課

・ブックスタート事業記念品（新規）　社会教育課

　※絵本を媒体として親子のふれあいを促すため、絵本の支給を行うもの

・ふるさと納税謝礼

・道路改良舗装工事（４路線）

・子ども医療費助成金

・農業用施設整備工事

・学校給食費補助金

3200万円

2400万円

1620万円

330万円

140万円

90万円

22万円

５億円

1億7200万円

3600万円

3430万円

1100万円
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平成29年度　特別会計当初予算

国民健康保険事業特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

介護保険事業特別会計予算

水道事業会計予算

公共下水道事業特別会計予算

24億9940万3千円

1億7161万7千円

17億1978万2千円

2億3007万1千円

1億9989万9千円

3 月補正予算の主なものは、 下記のとおり !!

建物購入費
3415万 1千円

　国の平成 28年度補正予算で補助事業
が採択されたことから，今回補正予算
に計上するものです。なお，工事につ
いては平成 29 年度に着工する予定で
す。

　大崎中学校に隣接する町有地に建設
されている地域優良賃貸住宅『シャル
ム文化通』に係る建物購入費であり，
国庫補助金の決定に伴い補正するもの
です。

　ふるさと納税促進事業の実績見込み
に伴い補正するものです。

　保育園の運営費（施設型給付費）の
実績見込みに伴い補正するものです。

大丸小学校校舎等大規模改造工事
3億 2656万 1千円

施設型給付費
2633万円

ふるさと納税謝礼
2億 1623万 1千円

124億124億予算総額
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条
例
等
の
主
な
も
の

● 

大
崎
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

 　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、

大
崎
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
整
備
を
行
う
た
め
一

部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

● 

大
崎
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　

 　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
選
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
法
律
の
趣
旨
に
沿
っ

て
大
崎
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
大
崎
町
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

 　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
大
崎
町
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
導
入
時
期

等
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
規
定
の
整
備
が
主
な
も
の
で
す
。

●
大
崎
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
基
金
条
例
の
制
定

　

 　

平
成
28
年
度
に
整
備
し
た
大
崎
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
大
規
模

な
修
繕
等
に
要
す
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
基
金
を
設
置
す
る
に

当
た
り
、必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

● 

大
崎
町
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
全
部
改
正

　

 　

公
民
館
利
用
者
の
利
便
性
が
よ
り
一
層
高
ま
る
よ
う
に
、
大
崎
町

公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
使
用
料
や
そ
の
他
の
事

項
の
改
正
及
び
追
加
を
行
う
た
め
、
本
条
例
の
全
部
改
正
を
行
う
も

の
で
す
が
、
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
半
日
、
全
日
、
夜

間
で
定
め
て
い
た
も
の
を
、
こ
れ
ま
で
の
公
民
館
の
利
用
状
況
を
考

慮
し
て
、
1
時
間
単
位
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

※
中
央
公
民
館
及
び
中
沖
地
区
公
民
館
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

決めました !

区　　　分 使用料（１時間当たり）
昼　間 夜　間 冷 暖 房

中
央
公
民
館

会　　議　　室 270 円 270 円 540 円

視　聴　覚　室 270 円 270 円 540 円

生  活  研  修  室 270 円 270 円 540 円

料  理  講  習  室 270 円 270 円

大
ホ
ー
ル

入場料を徹しな
い場合

平日 1,620 円 2,430 円
冷　房

1,620 円

暖　房

1,080 円

土・日・祝日 2,430 円 2,430 円

入場料を徹す
る場合

平日 2,700 円 4,050 円

土・日・祝日 4,050 円 4,050 円

中
沖
地
区
公
民
館

集　　会　　室 540 円 540 円 1,080 円

日　　本　　間 270 円 270 円 540 円

会　　議　　室 160 円 160 円 320 円

料  理  講  習  室 270 円 270 円

施設使用料

「昼間」とは午前８時30 分から午後５時まで、「夜間」とは午後５時から午後10時まで
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こんなこと
2017 年

３月定例会
３月１日～　　
　　３月16日

● 

大
崎
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　

 　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
見
直
し
に
よ
り
、

地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
創
設
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
条

例
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
県
が
指
定
し
て
い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
定
員
18

人
以
下
の
事
業
所
及
び
療
養
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
定
員
9
人
以
下
の
事

業
所
に
つ
い
て
は
、
町
が
指
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

● 

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　

 　

昭
和
44
年
度
に
実
施
し
た
県
営
シ
ラ
ス
対
策
事
業
に
お
い
て
、
排

水
路
等
の
用
地
と
し
て
買
収
し
た
土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
が
出
来

ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
有
権
移
転
登
記

手
続
き
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

 　

な
お
、
平
成
29
年
３
月
下
旬
ま
で
に
法
定
相
続
人
と
所
有
権
移
転

登
記
手
続
き
の
同
意
協
議
を
行
い
、
同
意
が
得
れ
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
法
定
相
続
人
を
訴
訟
の
相
手
方
と
す
る
も
の
で
す
。

 

教
育
委
員
会
委
員
を
同
意

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

住　

所　

野
方
５
９
７
７
番
地
２

氏　

名　

林　

さ
つ
き　

氏
（
52
歳
）

 

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会　

５
月
１
日

● 

大
崎
町
農
業
委
員
会
委
員
の
選
考
委
員
会
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　

 　

平
成
29
年
４
月
３
日
付
け
で
行
わ
れ
た
そ
お
鹿
児
島
農
業
協
同
組

合
の
組
織
機
構
の
改
定
に
伴
い
、
本
条
例
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

● 

大
丸
小
学
校
校
舎
等
大
規
模
改
造
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　
契
約
目
的　
大
丸
小
学
校
校
舎
等
大
規
模
改
造
工
事

　
契
約
金
額　
２
億
３
７
６
０
万
円

　
契
約
の
相
手　

久
徳
建
設
株
式
会
社

おおさき議会だよりNo143



⑥

　手続きは簡単です｡
　 本会議の当日、傍聴人名簿に住所 ･氏名を記入していただくだけです｡ 議会を傍聴することは、町政
を知るよい機会です｡
　定例会は年４回（３月、６月、９月、１２月）行なわれます｡
　 また、一般質問のある日程のときは、事前に防災無線でもお知らせしています｡ どうぞお気軽にお越
しください｡
　次回の定例会は６月です｡

議会を傍聴してみませんか!!

３３
議
員
が
登
壇

議
員
が
登
壇

一 般 質 問一 般 質 問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

稲　留　光　晴　 議員
・施政方針について
・大崎第一中学校跡地について
・松本商会工場一時休業について
・定住化推進のための住宅政策について

Ｐ ７

吉　原　信　雄　 議員
・次期町長選に対する出馬について
・畜産技術員の継続的な養成・確保策について
・中央運動公園の今後の活用方策について

Ｐ８

中　山　美　幸　 議員
・自然災害に対する防災対策について
・ふるさと納税について

Ｐ９

おおさき議会だより No143
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本
町
の
長
年
の
課
題
で
あ

る
圃
場
整
備
を
ど
う
す
す
め

て
い
く
か
。

推
進
委
員
会
を
設
置
し

整
備
を
す
す
め
る

町
長

　

圃
場
整
備
事
業
の
早
期
か

つ
円
滑
な
実
現
を
推
進
す
る

た
め
委
員
会
を
設
置
し
、
未

整
備
地
域
関
係
者
と
議
論
を

重
ね
方
針
を
明
確
に
し
て
い

く
。

地
元
企
業
の
人
材
確
保

を
ど
う
す
す
め
る
か

稲
留
議
員

　

地
元
企
業
は
人
材
確
保
や

後
継
者
づ
く
り
に
も
苦
労
し

て
い
る
。
行
政
と
し
て
の
支

療
養
す
る
た
め
、
ポ
リ
フ
ィ

ル
ム
加
工
の
継
続
が
不
可
能

に
な
っ
た
。

社
長
が
入
院
し
た
ら
工

場
が
休
業
す
る
の
か

稲
留
議
員

　

普
通
の
工
場
経
営
者
は
工

場
長
を
置
き
、
工
場
長
は

生
産
管
理
を
行
い
、
現
状
を

監
督
す
る
も
の
で
あ
る
。
今

回
４
人
が
解
雇
さ
れ
て
い
る
。

社
長
が
入
院
し
た
ら
工
場
が

休
業
す
る
の
か
。

従
業
員
へ
の
加
工
技
術
が
確

立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

町
長

　

町
内
に
あ
る
企
業
で
あ

れ
ば
工
場
長
が
い
て
体
制
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
従
業

員
へ
の
加
工
技
術
確
立
前
に

社
長
が
自
損
事
故
を
お
こ
し

入
院
し
た
た
め
、
一
時
休
業

と
な
っ
た
。

野
方
イ
ン
タ
ー
前
の
町
有
地

の
購
入
・
用
途
目
的
は
何
か

稲
留
議
員

　

定
住
化
促
進
の
た
め
の
住

宅
政
策
に
つ
い
て
、
野
方
イ

援
策
を
具
体
的
に
示
せ
。

積
極
的
に
情
報
発
信
に

取
り
組
む

町
長

　

企
業
、
学
校
、
保
護
者

と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、

新
年
度
に
お
い
て
は
中
学
生

に
地
元
企
業
紹
介
の
冊
子
を

作
成
配
布
し
、
将
来
の
就
職

先
と
し
て
選
ん
で
も
ら
う
よ

う
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

国
保
財
政
の
厳
し
さ
に

ど
う
対
策
を
講
じ
る
か

稲
留
議
員

　

30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
事
業
は
県
へ
連
合
化
さ
れ

る
が
住
民
負
担
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
。
従
来
通
り
法
定

外
繰
入
を
し
て
、
負
担
軽
減

策
を
十
分
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
ど
う
か
。

ン
タ
ー
前
に
、
約
４
ha
の
町

有
地
が
あ
る
が
購
入
目
的
と
、

用
途
は
何
か
。

企
業
誘
致
目
的
に
購
入
し
た

町
長

　

平
成
22
年
度
に
企
業
誘
致

目
的
に
購
入
し
た
。
物
件
情

報
や
立
地
条
件
等
の
紹
介
を

行
っ
て
き
て
い
る
。

分
譲
す
る
考
え
は
な
い
の
か

稲
留
議
員

　

野
方
イ
ン
タ
ー
が
で
き
、

交
通
の
便
が
良
く
な
り
、
近

隣
自
治
体
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

大
変
良
い
住
環
境
が
で
き
た
。

土
地
を
分
譲
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
分
譲
地
と

し
て
開
発
予
定
は
な
い

町
長

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近

い
立
地
条
件
で
あ
り
、
広
大

な
敷
地
物
件
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
複
数
の
企
業

か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
引
き
続
き
企
業

誘
致
用
地
と
し
て
活
用
を
考

え
て
い
る
の
で
分
譲
地
と
し

被
保
険
者
の
健
康
維
持
、
増

進
図
り
、
医
療
費
削
減
す
る

町
長

　

国
保
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

を
基
に
、
特
定
検
診
、
Ｃ
Ｋ

Ｄ
慢
性
腎
臓
病
予
防
教
室
な

ど
に
取
り
組
み
、
特
定
保
健

指
導
や
被
保
険
者
の
健
康
保

持
・
増
進
を
図
り
、
医
療
費

を
削
減
し
、
負
担
軽
減
し
て

い
く
。

松
本
商
会
は
な
ぜ
一
時

休
業
し
た
の
か

稲
留
議
員

　

旧
大
崎
第
一
中
学
校
跡

地
へ
の
松
本
商
会
の
工
場
は
、

操
業
何
ヵ
月
も
た
っ
て
い
な
い

の
に
な
ぜ
休
業
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
か
。

社
長
が
自
損
事
故
を
お

こ
し
た
た
め
で
あ
る

町
長

　

社
長
が
退
院
後
し
ば
ら
く

て
の
開
発
予
定
は
な
い
。

東
串
良
町
の
定
住
分
譲
政

策
へ
の
称
賛
の
声
が
多
い
が

稲
留
議
員

　

東
串
良
町
は
第
５
次
分

譲
を
開
始
し
て
い
る
。
町
外

か
ら
こ
れ
ま
で
１
０
０
世
帯
、

約
３
７
０
人
が
入
居
さ
れ
て

い
る
。
佐
賀
県
、
京
都
府
、

岐
阜
県
、
宮
崎
県
な
ど
、
年

齢
も
30
歳
代
が
約
４
割
、
20

代
、
40
代
が
６
割
を
占
め
て

お
り
、
本
町
か
ら
も
称
賛
の

声
が
多
い
が
ど
う
思
う
か
。

課
題
は
農
地
法
の
壁
で
あ
る

町
長

　

東
串
良
町
の
分
譲
は
大
変

有
名
に
な
っ
て
い
る
。
本
町

も
い
ろ
い
ろ
用
地
選
定
し
て

い
る
が
一
番
の
課
題
は
農
地

法
の
壁
で
あ
る
。
最
終
的
に

は
分
譲
は
必
要
と
の
思
い
は

あ
る
。
分
譲
に
つ
い
て
、
で

き
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
乗
り
出
し
て
い
く
。

推
進
委
員
会
を
設
置
し
整
備
す
す
め
る

圃
場
整
備
は
ど
う
す
す
め
る
か

稲留　光晴 議員

※

※
法
定
外
繰
入
と
は
、
国
保
財
政
の
赤

字
補
て
ん
な
ど
の
た
め
に
、
や
む
を
得

ず
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
。
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畜産品評会の様子

吉原　信雄 議員

　

本
町
は
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
を
は
じ
め
、
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社

会
に
対
す
る
問
題
な
ど
様
々

な
課
題
解
決
に
向
け
て
、
強

力
な
指
導
力
を
持
っ
た
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
と
思
う
が
、
５

期
目
の
町
長
選
に
出
馬
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

５
期
目
も
引
き
続

き
挑
戦
し
た
い

町
長

　

県
に
よ
る
整
備
中
の
県
立

有
明
高
校
跡
地
の
大
隅
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
拠
点
施
設
を
中

心
に
、「
陸
上
競
技
の
聖
地
、

大
崎
」
の
実
現
と
「
ス
ポ
ー

ツ
の
町
、
大
崎
」
を
認
識
し

畜
産
技
術
員
に
関
す
る

現
況
の
評
価
と
認
識
は

吉
原
議
員

　

本
町
畜
産
の
振
興
を
図
る

た
め
、
優
秀
な
畜
産
農
家
の

育
成
が
不
可
欠
で
あ
る
観
点

か
ら
、
畜
産
技
術
員
の
配
置

に
関
す
る
現
況
の
評
価
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

ま
た
、
雇
用
や
人
口
増
対
策
、

住
民
の
利
便
性
の
向
上
な
ど

実
現
の
た
め
、
次
回
も
挑
戦

し
た
い
。

本
町
の
活
性
化
へ

の
今
後
の
課
題
は

吉
原
議
員

　

本
町
の
活
性
化
に
と
っ
て
、

今
後
ま
す
ま
す
力
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
等
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。

課
題
は
山
積
し
て
い
る

町
長

　

活
性
化
へ
向
け
た
課
題
と

し
て
、
本
町
へ
定
住
を
促
進

し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
の
施
策
の
実
施

や
、
健
康
増
進
対
策
は
健
康

寿
命
に
注
目
し
、
長
期
的
な

期
間
と
職
員
の
知
恵
を
集
結

し
て
取
り
組
む
。
ま
た
人
の

命
を
守
る
防
災
・
減
災
対
策
、

果
た
す
役
割
は
大
き
い

町
長

　

畜
産
技
術
員
は
農
家
へ
の
、

指
導
・
助
言
な
ど
果
た
す
役

割
は
大
き
い
。
技
術
指
導
に

つ
い
て
は
定
評
が
あ
り
、
畜

産
農
家
か
ら
も
全
幅
の
信
頼

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
手
腕
を
い
か
ん
な

く
発
揮
し
て
く
れ
る
も
の
と

思
う
。

今
後
の
育
成
・
確
保
策
は

吉
原
議
員

　

畜
産
行
政
を
担
っ
て
立
つ

技
術
者
の
育
成
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
町
長

の
認
識
と
、
今
後
の
育
成
と

確
保
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

時
期
的
な
こ
と
を
考

慮
し
検
討
し
て
い
く

町
長

　

畜
産
技
術
員
は
本
町
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
は

時
期
的
な
こ
と
も
十
分
に
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

農
林
水
産
業
の
振
興
を
図
る

取
り
組
み
な
ど
課
題
は
山
積

し
て
い
る
。

中
央
運
動
公
園
の
利

用
状
況
は
ど
う
か

吉
原
議
員

　

中
央
運
動
公
園
は
、
利
活

用
と
な
る
施
設
整
備
に
費
や

し
た
費
用
に
対
し
、
利
用
状

況
の
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
が
、

町
長
と
し
て
現
状
の
利
用
状

況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。

全
体
的
に
は
利
活

用
さ
れ
て
い
る

町
長

　

平
成
22
年
度
か
ら
25
年
度

に
か
け
て
駐
車
場
の
整
備
や

芝
の
張
替
え
、
管
理
棟
の
建

設
な
ど
整
備
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
利
用
に
つ
い
て
は
グ

５
期
目
も
引
き
続
き
挑
戦
し
た
い

次
期
町
長
選
の
出
馬
に
つ
い
て
問
う

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
サ
ッ
カ
ー
、

分
館
行
事
な
ど
多
く
の
方
々

に
利
用
さ
れ
、
全
体
的
に
は

利
活
用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

野
球
場
と
し
て
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か

吉
原
議
員

　

中
央
運
動
公
園
は
、
ふ
れ

あ
い
の
里
公
園
の
整
備
に
よ

り
、
利
用
者
が
ま
す
ま
す
減

少
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
ま

た
、
過
去
に
ス
ー
パ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
構
想
の
一
環
と
し
て
野

球
場
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
を

行
っ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
利
活

用
促
進
に
あ
た
っ
て
は
、
野
球

場
と
し
て
整
備
す
る
考
え
は
な

い
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
な
い

町
長

　

日
ご
ろ
の
練
習
な
ど
で
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
活
用
さ
れ
て

い
く
と
考
え
る
。
野
球
場
と
し

て
整
備
す
る
考
え
は
現
在
の
と

こ
ろ
な
い
が
、
今
後
、
野
球
が

で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
は

検
討
、
あ
る
い
は
勉
強
し
て
い

き
た
い
。

中央運動公園の利用状況
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昨
年
４
月
、
大
地
震
に

見
舞
わ
れ
た
熊
本
県
南
阿

蘇
村
、
益
城
町
、
ま
た
大

き
な
避
難
所
と
な
っ
た
ア

リ
ー
ナ
や
仮
設
住
宅
の
現

状
を
見
て
き
た
。
自
然
災

害
の
大
き
な
力
に
驚
き
、
予

防
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て

認
識
し
た
。
防
災
は
、
住

民
、
消
防
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
企
業
、
行
政
な
ど
多
く

の
担
い
手
の
共
同
作
業
で
あ

る
。
災
害
対
応
は
経
験
値

が
豊
富
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
良
い
対
応
が
で
き
る
。
こ

の
と
き
、
防
災
意
識
の
根
底

に
は
、
個
人
が
持
つ
経
験
値

が
関
係
す
る
だ
ろ
う
と
推
察

で
き
る
。
そ
こ
で
長
い
職
員

と
で
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

当
初
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
部
分
も
あ
る
が
補
正
予

算
等
で
大
方
取
り
組
ん
で
い

る
。
29
年
度
当
初
予
算
そ

の
も
の
に
は
災
害
に
対
す
る

も
の
は
計
上
で
き
て
い
な
い

の
で
、
対
策
と
し
て
は
補
正

予
算
で
対
応
し
て
い
く
。

と
し
て
の
経
験
と
町
長
と
し

て
の
経
験
か
ら
、
特
に
自
然

災
害
に
特
化
し
た
認
識
を

問
う
。

第
一
に
地
域
住
民
の
生

命
や
財
産
を
守
る
こ
と

町
長

　

自
然
災
害
は
、
暴
風
、

豪
雨
、
洪
水
、
地
震
、
津

波
、
噴
火
な
ど
に
よ
り
人

命
や
人
間
の
社
会
的
活
動
に

被
害
を
生
じ
る
現
象
で
あ
り
、

勢
力
や
規
模
が
強
ま
る
傾
向

に
あ
る
昨
今
、
町
と
し
て
も

防
災
・
減
災
の
対
策
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第

一
に
総
合
的
な
防
災
計
画
の

作
成
、
第
二
に
防
災
体
制

の
充
実
、
第
三
に
要
配
慮
者

へ
の
配
慮
、
第
四
に
地
域
防

災
力
の
向
上
、
第
五
に
被
災

者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
速

や
か
な
災
害
復
旧
・
復
興
の

推
進
を
基
本
方
針
と
し
地

三
文
字
地
区
防
災
対

策
の
進
捗
状
況
を
示
せ

中
山
議
員

　

以
前
の
一
般
質
問
で
、「
治

山
治
水
事
業
総
合
流
域
防
災

事
業
対
策
に
あ
た
っ
て
お
り

大
き
な
地
震
が
な
い
限
り
大

域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

施
政
方
針
で
は
防
災
対
策

に
つ
い
て
一
言
も
な
い

中
山
議
員

　

町
長
の
施
政
方
針
演
説

の
中
に
、
防
災
と
い
う
言
葉

が
何
回
出
て
き
た
だ
ろ
う

か
、
人
命
と
い
う
言
葉
が
何

回
出
て
き
た
だ
ろ
う
か
と
考

え
た
。
一
丁
目
一
番
地
が
住

民
の
命
・
財
産
を
守
る
と
の

認
識
で
あ
れ
ば
新
年
度
予
算

に
計
上
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

補
正
予
算
で
対
応
す
る

町
長

 

昨
年
の
台
風
災
害
も
あ
っ

た
が
復
旧
措
置
は
当
然
国

県
の
補
助
を
得
る
わ
け
で
あ

る
が
、
補
助
対
策
を
講
じ

な
が
ら
防
災
・
減
災
で
地

域
の
安
全
を
守
る
と
い
う
こ

丈
夫
。」「
防
災
計
画
を
見
直

し
町
民
が
安
心
し
て
安
全
な

街
を
目
指
す
。」
と
町
長
は
答

弁
し
て
い
る
。
す
で
に
2
年

が
経
過
し
目
に
見
え
て
進
ん

で
い
な
い
。
こ
の
三
文
字
地

区
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
請
願

三
文
字
地
区
防
災
対
策
に
対

す
る
進
捗
状
況
を
示
せ
。

平
成
29
年
度
か
ら
随

時
整
備
す
る

町
長

　

平
成
27
年
7
月
雨
水
対

策
に
関
す
る
検
討
会
を
設
置
。

平
成
28
年
8
月
に
雨
水
排
水

調
査
業
務
を
実
施
し
た
。
調

査
の
結
果
、
調
整
池
は
効
果

は
望
め
る
が
調
整
池
を
上
流

に
設
置
し
た
場
合
築
堤
決
壊

等
新
た
な
災
害
が
危
惧
さ
れ

る
た
め
、
三
文
字
地
区
に
流

入
す
る
雨
水
排
水
を
上
流
部

で
分
水
す
る
対
策
が
有
効
と

思
わ
れ
る
。
県
道
は
県
に
よ

り
上
流
部
で
分
散
す
る
設
計

委
託
を
実
施
し
て
い
る
。
既

存
側
溝
の
改
修
は
、
農
協
前

通
り
下
流
部
か
ら
29
年
度
随

時
整
備
す
る
。
防
火
水
槽
設

置
に
つ
い
て
は
消
火
栓
設
置

中山　美幸 議員

排水路から噴き出す雨水

町
長
の
災
害
に
対
す
る
認
識
を
問
う

人
命
・
財
産
を
守
る
事
が
第
一

で
計
画
、
避
難
用
の
防
犯
灯

に
つ
い
て
は
国
の
補
助
事
業
で

対
応
で
き
な
い
か
検
討
を
進

め
て
い
る
。

本
計
画
の
完
成
時
期
は
い
つ
か

中
山
議
員

　

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
完

成
し
な
い
と
、
5
月
、
6

月
に
は
集
中
豪
雨
の
発
生
に

よ
る
災
害
の
可
能
性
も
あ
る
。

い
つ
完
成
す
る
の
か
。
県
道
の

分
水
に
つ
い
て
は
効
果
は
期
待

で
き
る
の
か
。

平
成
29
年
度
か
ら
５

年
計
画
で
実
施
す
る

建
設
課
長

　

県
道
の
分
水
は
県
の
事
業

と
し
て
測
量
設
計
、
用
地
買

収
を
含
め
て
29
年
度
開
始
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
仮
宿
地
区

の
排
水
路
と
道
路
改
修
歩
道

設
置
ま
で
を
県
に
要
望
し
て

い
る
。
町
で
や
る
事
業
は
地

方
改
善
施
設
整
備
事
業
を
受

け
第
1
期
工
事
で
は
農
協
の

西
側
通
り
と
そ
の
支
線
、
第

2
期
工
事
は
農
協
東
側
通
り

と
そ
の
支
線
の
工
事
を
5
年

計
画
で
実
施
す
る
。
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１
月
30
日
、
薩
摩
川
内
市
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
研

修
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
現
在
、
有
明
高
校
跡
地

に
大
隅
陸
上
競
技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
拠
点

施
設
整
備
事
業
と
し
て
、
陸
上
競
技
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
特
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
拠
点
施
設
が
整
備
中
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
薩
摩
川
内
市
に
お
い
て
平
成
24

年
11
月
か
ら
共
用
開
始
さ
れ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状

県
内
事
務
調
査

議会のうごき議会のうごき

　

議
事
に
入
り
、
平
成
27
年
度
決
算
の

承
認
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
予
算
等
の
提
案
説
明
が
あ
り
、
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
住
民
の
代
表
機
関
と
し
て

町
村
の
最
終
意
思
決
定
を
預
か
る
議
会

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、

総
力
を
結
集
し
て
、
地
方
創
生
の
推
進
、

農
林
水
産
商
工
業
振
興
対
策
の
推
進
、

町
村
議
会
の
更
な
る
活
性
化
等
11
項
目

の
実
現
を
期
す
る
た
め
の
議
決
案
が
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

●
２
月
１
日
長
島
町
議
会
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
に
関
す
る
研
修
の
た
め
、
議
員
11

名
、
議
会
事
務
局
職
員
３
名
、
合
計
14

名
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

●
２
月
１
日
熊
本
県
美
里
町
議
会
が
、

中
学
校
の
統
合
に
関
す
る
研
修
の
た
め
、

議
員
４
名
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

●
２
月
８
日
熊
本
県
氷
川
町
議
会
が
、

議
会
広
報
誌
に
関
す
る
研
修
の
た
め
、

議
員
５
名
、
議
会
事
務
局
職
員
１
名
、

合
計
６
名
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

バ
イ
ザ
ー　

防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所

長　

山
村
武
彦
氏
に
よ
る
講
演
と
、「
不

良
長
寿
の
す
す
め
」
と
題
し
て
順
天
堂

大
学
名
誉
教
授　

奥
村
康
氏
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
、
大
隅
地
域
の
市
町
議
会

議
員
協
議
会
の
研
修
会
が
、
鹿
屋
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
三
反
園
県
知

事
に
よ
る
平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
概

要
説
明
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、「
大
隅

地
域
の
市
町
議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
全
国
市
議
会
議
長
会　

調
査

広
報
部
副
部
長　

本
橋
謙
治
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
、
第
68
回
鹿
児
島
県
町
村

議
会
議
長
会
定
期
総
会
が
、
ウ
エ
ル

ビ
ュ
ー
か
ご
し
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
会
長
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

来
賓
祝
辞
と
し
て
、
三
反
園
県
知
事
、

池
畑
県
議
会
議
長
及
び
川
添
県
町
村
会

会
長
３
名
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鹿
児
島
県
と
全
国
そ
れ
ぞ

れ
の
町
村
議
会
議
長
会
に
よ
る
自
治
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

況
や
様
々
な
誘
致
活
動
の
状
況
、
ま
た
、

誘
致
活
動
や
管
理
等
に
要
す
る
経
費
等

に
つ
い
て
、
担
当
職
員
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
施
設
の
視
察
を

行
い
、
最
後
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

去
る
１
月
31
日
は
、
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
に
よ
る
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
、
鹿
児
島
市
の
ウ
エ
ル
ビ
ュ
ー
か

ご
し
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
防
災
・
危

機
管
理
」
〜
個
人
の
備
え
と
組
織
の
対

応
〜
と
題
し
て
防
災
・
危
機
管
理
ア
ド

研
修
に
よ
る
議
会
の
来
町

町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

スポーツ交流研修センター（薩摩川内市）にて

大
隅
地
域
市
町
議
会
議
員

協
議
会
研
修
会

町
村
議
会
議
員
研
修
会

ウエルビューかごしまにて
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新
し
い
議
会
の

構
成
決
ま
る

 

第
１
回
臨
時
会  

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会

が
、
５
月
１
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
。
議
長
を
は
じ
め
、
各
常

任
委
員
会
委
員
等
が
選
任
さ

れ
、
後
期
の
新
し
い
議
会
構
成

が
決
ま
り
ま
し
た
。

文教経済常任委員会 総務厚生常任委員会

副議長　神﨑　文男 議長　小野　光夫

副委員長　稲留　光晴 委員長　中倉　広文

委員　神﨑　文男 委員　中山　美幸

委員　諸木　悦朗

副委員長　宮本　昭一 委員長　児玉　孝德

委員　中倉　毅 委員　長重　充輝

委員　吉原　信雄 委員　上原　正一

■
議　

長　

小　

野　

光　

夫

■
副
議
長　

神　

﨑　

文　

男

■
各
常
任
委
員
の
選
任

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

委　

員　

長　

児　

玉　

孝　

德

副 

委 

員 

長　

宮　

本　

昭　

一

委　
　
　

員　

長　

重　

充　

輝

中　

倉　
　
　

毅

上　

原　

正　

一

吉　

原　

信　

雄

文
教
経
済
常
任
委
員
会

委　

員　

長　

中　

倉　

広　

文

副 

委 

員 

長　

稲　

留　

光　

晴

委　
　
　

員　

中　

山　

美　

幸

神　

﨑　

文　

男

諸　

木　

悦　

朗

議
会
運
営
委
員
会

委　

員　

長　

長　

重　

充　

輝

副 
委 
員 

長　

吉　

原　

信　

雄

委　
　
　

員　

中　

山　

美　

幸

中　

倉　

広　

文

宮　

本　

昭　

一

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委　

員　

長　

吉　

原　

信　

雄

副 

委 

員 

長　

児　

玉　

孝　

德

委　
　
　

員　

中　

山　

美　

幸

宮　

本　

昭　

一

神　

﨑　

文　

男

稲　

留　

光　

晴
　

■
監
査
委
員

諸　

木　

悦　

朗
　

■
曽
於
南
部
厚
生
事
務
組
合

　

議
会
議
員

小　

野　

光　

夫

宮　

本　

昭　

一

■
曽
於
地
区
介
護
保
険
組
合

　

議
会
議
員

稲　

留　

光　

晴

■
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

　

議
会
議
員

中　

倉　

広　

文

■
曽
於
地
域
公
設
地
方
卸
売

　

市
場
管
理
組
合
議
会
議
員

中　

倉　

広　

文
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中
持
留
の
サ
ロ
ン
さ
わ
や
か
会
が
出

来
て
、
早
く
も
５
年
目
に
は
い
り
、
近

頃
皆
さ
ん
益
々
若
返
り
、
生
き
生
き
と

月
１
回
の
集
ま
り
を
楽
し
み
に
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
最
初
は
20
名
あ
ま

り
の
中
、
男
性
は
１
名
で
し
た
が
、
28

年
度
は
３
名
も
加
入
し
て
頂
き
本
当
に

心
か
ら
楽
し
め
る
会
に
な
り
ま
し
た
。

途
中
入
所
さ
れ
た
り
、
子
ど
も
さ
ん
の

と
こ
ろ
へ
い
か
れ
た
り
と
淋
し
い
事
も

あ
り
ま
し
た
が
仕
方
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

当
日
は
皆
さ
ん
時
間
よ
り
大
分
早
く

来
て
、
そ
れ
は
も
う
賑
や
か
な
こ
と
、

あ
ち
ら
で
ワ
イ
ワ
イ
こ
っ
ち
で
ワ
イ
ワ

イ
ま
る
で
ハ
チ
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う

で
す
。
時
間
に
な
り
、「
語
い
と
い
や
っ

た
け
〜
？
」
で
始
ま
り
で
す
。

　

ま
ず
身
体
を
思
い
っ
き
り
伸
ば
す
ア

イ
ウ
エ
オ
体
操
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
、
歌

い
な
が
ら
の
お
互
い
の
肩
た
た
き
の
後
、

ゲ
ー
ム
や
室
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
切
り
紙
、

玉
入
れ
等
楽
し
い
事
盛
沢
山
で
す
。
先

月
は
室
内
カ
ー
リ
ン
グ
が
大
変
う
け
ま

し
た
。
そ
の
後
の
お
茶
の
み
は
世
話
役

さ
ん
の
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
、
ま
た
ま
た

大
さ
わ
ぎ
…

　

12
月
の
集
落
の
親
子
会
の
み
な
さ
ん

と
の
交
流
会
は
一
大
行
事
で
す
。
１
回

私
の
想
い

【
楽
し
い
サ
ロ
ン
】

【
楽
し
い
サ
ロ
ン
】

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
早
い
も
の
で
５
月
中

旬
と
な
り
ま
し
た
。
小
さ
か
っ
た
稲
苗
も
緑

が
日
々
濃
く
な
り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
と

成
長
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
好
天

に
恵
ま
れ
無
事
収
穫
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
広
報
委
員
は
２
年
毎
の
任
期
で
す

の
で
、
こ
の
広
報
委
員
に
よ
る
編
集
は
最
後

と
な
り
ま
す
。広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
、

読
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
く
、
よ
り
身
近
な

議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
に
文
章
の
構
成
や

編
集
作
業
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
の
編
集
は
、
新
し
い
広
報
委
員

に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
町
民

に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
親

し
み
の
あ
る
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
（
諸
木　

悦
朗
）

　

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

稲
留
光
晴　
副
委
員
長　

諸
木
悦
朗

委　

員　

中
倉　

毅　

委　

員　

中
倉
広
文

委　

員　

神
﨑
文
男　

委　

員　

児
玉
孝
德

発
行
責
任
者　

大
崎
町
議
会
議
長　

小
野
光
夫

町
民
の
広
場

編　
集　
後　
記

さわやか会のみなさん

さわやか会

代 表（平成 28 年度）

黒　丸　須美惠

目
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
し
た
。
お
母
さ

ん
達
の
手
作
り
ケ
ー
キ
、
子
ど
も
さ
ん

た
ち
の
き
れ
い
な
部
屋
飾
り
や
楽
器
演

奏
、
歌
等
で
会
員
大
喜
び
で
し
た
。
昨

年
末
は
餅
つ
き
大
会
、
昔
な
が
ら
の
杵

つ
き
、
若
い
お
父
さ
ん
の
見
事
な
手
水

に
ビ
ッ
ク
リ
、
皆
拍
手
大
喝
采
で
し
た
。

つ
き
た
て
餅
は
早
速
炭
火
で
焼
い
た
り
、

善ぜ
ん
ざ
い哉

に
し
て
頂
き
大
満
足
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
私
た
ち
の
さ
わ
や
か
会

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
同
じ
地
域
に
住

ん
で
い
る
限
り
、
い
つ
ま
で
も
続
け
て

い
け
る
よ
う
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
楽
し

い
集
ま
り
に
し
た
い
と
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。

クリスマス会の様子
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